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第１章 はじめに 

海陽町（以下「本町」という。）は、昨今において経済状況の悪化や人口減少等の課題が

顕著になりつつあり、水道事業についても更なる厳しい経営状況が予想されるとともに、

平成３２年度には上水道事業と簡易水道事業の統合も予定しており、今後、施設・整備等

の老朽化に伴う更新投資がますます必要となります。 

本業務は、海陽町水道事業について、将来にわたり本来の目的である公共の福祉を増進

していくために、適切なインフラ更新と財務の健全性との確保の両立を図るために実施す

るものです。 

なお、本経営戦略は、平成 32 年度に予定している簡易水道事業との会計統合を前提と

して策定しました。 

 

■策 定 日：平成 30 年 3 月 

■計画期間：平成 29 年度 ～ 平成 41 年度  

※簡易水道事業との会計統合時期（H32）からの 10 年間としました。 

 

第２章 事業概要 

１．事業の現況 

（１）給水及び施設 

本町の水道事業の給水及び施設の現況は、次に示すとおりです。 

 

図表 2.1 給水 

 

 

 

 

図表 2.2 施設 

 

 

 

 

 

（２）料金体系の概要等 

現行の料金体系は次図のとおりです（水道料金＝（基本料金＋超過料金＋メーター使用

料金）×消費税）。これは、平成 14 年 4 月 1 日付けで改定したもので、一般用や営業用

などの用途別に区分し、それぞれ基本料金と超過料金を設定しています。 

人

人

千㎥／ha

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）
現 在 給 水 人 口 8,597

有 収 水 量 密 度 0.68

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 ３ ０ 年 １ ０ 月 １ 日 計 画 給 水 人 口 14,290
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平成 32 年度に予定しています簡易水道事業との会計統合を見据え、安定経営と住民負

担の公平に配慮した適正な料金水準を検討します。 

 

図表 2.3 上水道料金表（消費税抜き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）組織 

本町の水道組織は、職員数 3 名（課長１名、主査 1 名、主事補 1 名）で、平均年齢は、

41 歳となっています（ただし、課長は下水道兼務、主事補は簡易水道兼務）。 
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図表 2.4 組織 

 

 

 

 

２．これまでの主な経営健全化の取組 

本町では、老朽化施設の更新・耐震性の向上・安全で安定した水道水を供給するための

対策を講じて参りました。今後は、料金体系の見直しを含め、民間活用や広域化などの経

営健全化の取組について検討を進めます。 

① 平成 28 年度：町道飯持奥馬谷線配水管布設替工事、宍喰地区公共下水道工事に伴

う町道新町線配水管移設工事 

② 平成 27 年度：町道四方原五反田線配水管布設替工事（１工区）（２工区）、県道金

目宍喰浦線配水管布設替工事、平成２７年度一般国道５５号（那佐地区）送水管移

設工事 

③ 平成 26 年度：町道松原五反田線配水管布設替工事（１工区）（２工区）、浅川橋耐

震工事に伴う配水管移設工事（１工区、前年度繰越分） 

 

３．経営比較分析 

水道経営に関わる現状分析は、別添資料「経営比較分析表（上水道事業）」に示すとおり

ですが、補足すべき事項は次のとおりです。 

① 経常収支比率等：平成 28 年度の値は 115.62%で、類似団体平均の 107.95%を

上回っており、経営状況は健全な状況にあるといえます。料金回収率 116.16%（類

似団体平均 93.28%）、給水原価 112.07 円（類似団体平均 208.29 円）からも

適切な料金体系の中で効率的な経営ができていることを裏打ちしています。一方で、

今後の人口減少傾向や節水意識の向上等により給水収益は減少傾向にあり、平成 32

年度に予定しています簡易水道事業との会計統合も踏まえて、料金改定など経営上

必要な収益の増加手段を検討していく必要があります。 

② 有収率：平成 28 年度は 85.20%で、類似団体平均の 79.34%を大きく上回って

います。引き続き、配水管の老朽化対策などにより、有収率の維持・向上を目指し

ます。 

③ 老朽化の状況：有形固定資産減価償却率は、51.63%（類似体平均 48.30%）と高

い数値となっており、管路経年変化率も増加傾向にあることから施設の老朽化対策

は中長期的な課題といえます。今後、アセットマネジメント等を通じて、これらの

実態を的確に把握するとともに、安全・安心の確保及び財政的に持続可能な水道経

営を目指して、長寿命化、更新等の財源の確保と予算執行の平準化に努める必要が

あります。 

課長 主査１名 主事補１名
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図表 2.5 経営比較分析表（上水道） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　給水人口の減少や節水意識の向上等により、給
水収益は減少傾向にある一方、安定した水の供給
を図るため、施設の修繕・更新は継続して実施し
ていく必要がある。平成３２年度の簡易水道事業
との会計統合を踏まえ、経営戦略を策定していく
中で、投資・財政計画を十分検討し、効率的な経
営を図っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　平成８年度～１６年度にかけて石綿セメント管
等老朽管の更新を行っている。
　管路更新率は、類似団体平均値と比較しても大
きな差異はない。
　道路の改修や公共下水道工事の施工に合わせ、
水道管の更新を実施している状況であるが、耐震
管の使用など計画的に実施していく。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　現状では経常収支比率や料金回収率などの各指
標において、経営状況は健全であるといえるが、
給水人口の減少や節水意識の向上等により、給水
収益は減少傾向にある。平成３２年度に簡易水道
事業との会計統合を予定しており、施設の修繕・
更新や統合など効率的な経営を図っていく。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 74.53 66.91 2,640 6,541 7.72 847.28 【】

327.65 30.07 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置 9,851

経営比較分析表（平成28年度決算）
徳島県　海陽町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1.01 0.59 0.61 0.80 0.32

平均値 0.66 0.64 0.56 0.65 0.46

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 129.48 126.08 112.71 112.22 115.62

平均値 104.95 105.53 107.20 106.62 107.95

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 40.05 42.19 47.96 49.68 51.63

平均値 35.18 36.43 46.12 47.44 48.30

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 8.41 8.72 9.86 11.16 12.43

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 26.81 28.31 13.46 12.59 12.44

0.00

5,000.00

10,000.00

15,000.00

20,000.00

25,000.00

30,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 23,841.07 22,076.36 1,670.20 1,743.86 1,784.40

平均値 1,002.64 1,164.51 434.72 416.14 371.89

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 420.68 410.02 405.21 391.98 373.95

平均値 520.30 498.27 495.76 487.22 483.11

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 128.75 125.65 113.12 112.56 116.16

平均値 90.69 90.64 93.66 92.76 93.28

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 100.04 102.57 114.55 115.17 112.07

平均値 211.08 213.52 208.21 208.67 208.29

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 46.01 44.78 42.66 41.42 40.48

平均値 49.69 49.77 49.22 49.08 49.32

76.00

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 84.80 84.90 84.90 84.90 85.20

平均値 80.01 79.98 79.48 79.30 79.34

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】
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図表 2.6 経営比較分析表（簡易水道） 
 
 
 
 

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
徳島県　海陽町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

327.65 30.07 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D3 非設置 9,851

－

- 該当数値なし 21.03 1,890 2,056 9.40 218.72 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は１００％を下回っているが、
類似団体平均値とは大きな差異はない。水道管更
新事業等における起債の償還が継続していくが、
平成３２年度に上水道事業との会計統合を予定し
ており、施設の修繕・更新や統合など効率的な経
営を図っていく。
　有収率については比較的高い水準で推移してお
り、施設の稼働状況が収益に反映されている。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　施設の修繕・更新については随時実施している
が、水道管の更新は実施していない。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　給水人口の減少や節水意識の向上等により、給
水収益は減少傾向にある一方、安定した水の供給
を図るため、施設の修繕・更新は継続して実施し
ていく必要がある。平成３２年度の上水道事業と
の会計統合を踏まえ、経営戦略を策定していく中
で、投資・財政計画を十分検討し、効率的な経営
を図っていく。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 2.18 2.04 2.54 0.00 0.00

平均値 0.46 0.80 0.69 0.65 0.53

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 94.43 91.32 76.73 74.53 75.31

平均値 74.52 76.09 75.87 76.27 77.56

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1,486.33 1,526.82 1,602.81 1,614.11 1,506.94

平均値 1,108.26 1,113.76 1,125.69 1,134.67 1,144.79

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 68.04 60.63 46.76 41.30 42.66

平均値 19.77 34.25 46.48 40.60 56.04

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 171.69 193.87 258.12 293.02 286.90

平均値 878.73 501.18 376.61 440.03 304.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 43.85 43.53 38.91 38.42 39.97

平均値 57.17 57.55 57.43 57.29 55.90

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 77.87 77.87 81.92 81.97 81.97

平均値 74.94 74.14 73.83 73.69 73.28

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【76.78】 【1,280.76】

【74.94】【56.28】【314.83】【53.06】

【0.59】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし
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第３章 将来の事業環境 

１．給水人口の予測 

給水人口の予測については次のとおりです。 

 人口推計は、海陽町まち・ひと・しごと人口ビジョン（H27 策定）に示された独自

推計の「①現状モデル」と「②人口安定化シナリオ」を基に実施しました。  

 給水人口については、これらの人口推計を基に 普及率を想定して将来予測を行いま

した。 

 ここで、投資財政計画は、よりリスクの高い「①現状モデル」の値を採用しました。 

 人口下落傾向は、今後とも続くことが想定されるため、料金収入は益々厳しくなる

と思われます。 

 

図表 3.1 給水人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．水需要の予測 

水需要（有収水量）の予測については次のとおりです。 

 有収水量＝現在給水人口×直近の傾向から求めた給水人口一人当たり有収水量（過

去 5 年間の平均値）としました。 

 

図表 3.2 水需要 
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３．料金収入の見通し 

料金の見通しについては次のとおりです。 

 料金収入見通し＝有収水量×直近の傾向から求めた有収水量当たり料金収入（過去

5 年間の平均値）で求めました。  

 給水人口の減少及びそれに伴う有収水量の減少により、料金収入の見通しは、極め

て厳しいものになると考えています。 

 

図表 3.3 料金収入の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．施設の見通し 

施設の見通しについては、老朽化が相当に進んでいるため、安全・安心の確保と事業の

効率化を勘案した整備が必要であり、道路の改修や公共下水道工事の施工に合わせ、引き

続き水道管の更新を実施している状況ですが、今後は、耐震管の使用なども計画的に実施

していきます。 

一方で急速に整備を進めた場合は、それらの施設の更新時期が集中することが予測され

るため投資の計画性が重要と判断しています。 

以上を踏まえ、計画期間中に、アセットマネジメント等による投資の適正化を判断し、

中長期的な費用を想定し料金改定の検討と併せて計画性を持って取り組みます。 

 

５．組織の見通し 

組織の見通しについて、水道事業等を支える職員数については、現時点が適正人数と判

断しています。一方で、水道事業等の運営を維持していく上においては、新たな人材の育

成も課題となっています。水道事業の広域化や民間事業者等との連携による経営の効率化

を進めつつ、これらの課題についても継続的に検討します。 
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第４章 経営の基本  

近年、本町の人口は減少傾向にあり、節水意識と相まって給水収益は減少傾向にありま

す。一方、水源の確保や老朽化した配水管の布設替、さらに災害時における飲料水の確保

についても広域的な連携などとあわせてその対策が課題となっています。 

以上を踏まえて、本町の水道事業経営の基本方針は次のとおりです。 

 

○ 水道水の安定供給を図り、住民に信頼される水道事業を目指します。 

○ 震災等の災害に強い水道施設の構築及び良質で安全な水の安定供給のため、水道施設

の計画的な整備・更新を推進します。 

○ 平成３２年度の簡易水道事業との会計統合を踏まえ、水道事業の経営基盤の強化及び

顧客サービスの向上を図ります。 

○ 民間活用や広域化などの経営健全化の取組について検討を進めます。 

 

第５章 投資・財政計画 

1.  投資・財政計画について 

（１）投資について 

投資目標：有収率 85％以上を目標とします。（平成 28 年度経営比較分析表 85.2％） 

水道施設の老朽化が進行していくことから、定期的に有収率を確認し、老朽管の更新を

計画的に進めることによって目標水準を達成します。また、安全な水を安定的に供給する

ため、老朽化した管路施設の更新と耐震化を同時に進めています。 

計画期間内の投資額は、安全な水を安定的に供給するため、老朽化した管路施設の更新

と耐震化等を踏まえて次のように定めました。 

また、民間の資金・ノウハウ等の活用に関する事項、施設・設備の廃止・統合（ダウン

サイジング）に関する事項、施設・設備の合理化（スペックダウン）についてに関する事

項、施設・設備の長寿命化等の投資の平準化に関する事項、広域化に関する事項、につい

ては、計画期間内の検討課題とします。 

 

図表 5.1 整備計画（千円） 

 

 

 

 

 

 

 

区分 整備名 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41
上水 配水管布設替工事等 38,812
上水 貯蔵品管理システム導入等 4,682
簡水 遠隔監視システム 121,015
共通 管渠布設替及び老朽管更新工事 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

164,509 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000合計
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（２）財源について 

財源目標：計画期間に亘って経常収支比率 100%を維持します。（平成 28 年度経営比

較分析表 115.62％） 

人口減少下ではありますが、料金体系の見直し及び経営の効率化を進め計画期間の経常

収支比率 100%を維持します。また、安定的な経営を継続するために投資的財源の確認と

確保を行います。                   

財源（料金、企業債、繰入金、国庫補助等）の考え方等については次のとおりです。 

 料金については、平成 32 年度に予定している簡易水道事業との会計統合を踏まえ、

平成32年度から経常収支比率100%を維持するための料金体系の見直しを行いま

した。 

 企業債については、企業債の償還により経営が圧迫することのないよう、計画的な

起債を実施していきます。 

 

（３）投資以外の経費について 

投資以外の経費（委託料、修繕費、動力費、人件費など）の積算の考え方等について、

人件費は直近の値を採用し、その他の経費については、今後の経営の効率化を勘案して過

去５年間平均と過去３年間の平均値の小さい方を採用しました。 

また、包括的民間委託、指定管理者制度の導入等については、今後の検討課題としまし

た。 

 

以上を踏まえた投資・財政計画は、次のとおりです。 
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図表 5.2 投資・財政計画（収益的収支） 
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図表 5.3 投資・財政計画（資本的収支） 
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２．経営指標について 

以上の検討結果を踏まえて、重要な経営指標について掲載します。 

 

図表 5.4 収益的収支 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5.5 資本的収支 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5.6 未使用補填財源 
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図表 5.7 企業債残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.  投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組 

（１）投資について検討状況等 

■民間の資金・ノウハウ等の活用（PFI・DBO の導入等） 

先進的取組事例の調査を行い、民間活用における官民のリスク分担やそのことによる利

害得失（リスク及びメリット）を把握すると共に、個別業務の民間委託から包括的民間委

託の導入や施設改修に関わる DBO の導入など段階的な実施検討を継続的に行います。 

 

■施設・設備の廃止・統合（ダウンサイジング） 

人口動向及びそれに伴う水需要を勘案し、老朽化に伴う改修の機会を活用したダウンサ

イジングを検討します。 

 

■施設・設備の合理化（スペックダウン） 

上記ダウンサイジングと同様です。 

 

■施設・設備の長寿命化等の投資の平準化 

計画期間中に既存施設の長寿命化計画の策定（アセットマネジメント）と当該計画に基

づく実施に取組むこととします。 

 

■広域化 

県の主導による中長期的な検討を継続します。 

 

■その他の取組 

実施可能な改善テーマを抽出し、費用対効果を勘案して有効なものには積極的に取組む

こととします。 
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（２）財源について検討状況等 

■料金 

水道料金収入による経営が実現できるよう、住民生活への影響を配慮し理解を得ながら、

適正かつ公平な負担となる料金体系を検討していきます。 

 

■企業債 

世代間負担の公平性を勘案するとともに、企業債の償還により経営が圧迫することのな

いよう、計画的な起債を実施していきます。 

 

■繰入金 

原則として、一般会計からの繰入に頼らない資金繰りに努めていきます。 

 

■資産の有効活用等による収入増加の取組 

余剰施設等が発生した場合には、売却や貸付等、資産の有効な活用を検討していきます。 

 

（３）投資以外の経費についての検討状況等 

■委託料 

委託業務内容を検証し、適正な委託料を設定していきます。また、民間活力の活用を検

討するなかで、委託料の適正化を図ります。 

 

■修繕費 

予防保全も含めた計画的な修繕を行い、トータルコストの削減、支出の平準に努めてい

きます。 

 

■動力費 

より安価に調達できる手法を検討します。 

 

■職員給与費 

経営に支障をきたさない範囲で適正な見直しを行い、今後も効率的な経営に努めていき

ます。 

 

■その他の取組 

各種費用に関して、より効率的、経済的な手法等の検討を行い、コスト削減に努めてい

きます。 
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第 6 章 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

経営方針に則り、将来にわたって安定的に事業を継続していくため、PDCA（計画・実

施・検証・見直し）サイクルの考えに基づき、投資・財政計画の達成状況について毎年度

進捗管理を実施し、計画と実績の乖離を検証するとともに必要な対策を講じます。 

また、水道料金体系の改定や民間活力の活用等により収支計画に大きな修正が必要とな

る場合は、適宜、見直しを実施するほか、概ね５年ごとに総合的な検証を行い、さらなる

現状分析や社会状況の変化などを考慮し、本戦略の更新を行います。 
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用語解説 

 

【アセットマネジメント】 

水道などの公共インフラを資産として捉え、それらの施設の状態を客観的に把握、評価

し、中長期的な資産の状態を予測するとともに、予算制約を考慮して施設を計画的、かつ、

効果的に管理する手法のことを指します。 

 

【企業債】 

地方公共団体が地方公営企業の建設、改良などに要する資金にあてるために起す地方債

のことです。 

 

【長寿命化】 

従来の対症療法型から、「損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う」予防保全型へ転換

を図り、公共施設等の定期的な施設点検を行い、損傷が拡大する前に適切な処置を行うこ

とで、構造・設備・機能などの耐久性を高め、公共施設等をできるだけ長く利用する手法

のことです。 

 

【包括的民間委託】 

地方公共団体が行政責任を果たすために必要な監督権等を留保したうえで、その業務を

包括的に民間（個人も含む）に委託する制度です。 

 

【有収水量】 

浄水場などから供給した配水量のうち、水道料金の徴収対象となった水量のことです。 

 

【ＰＦＩ】 

PFI（Private Finance Initiative：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）と

は、公共施設等の建設、維持管理、運営などを民間の資金、経営能力及び技術的能力を活

用して行う手法のことです。 

 

【DBO】 

ＤＢＯ（Design Build Operate）とは、民間事業者に設計・建設・維持管理・運営等を

長期契約とし、業務を一括性能発注する手法です。 

 

 

 


